
② ④

実績額
（総事業費）

単位：円 単位 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 最も大きな理由 次に大きい理由 左記を選択した理由 事業効果 理由 事業の評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

指標① 県産人工乾燥材生産量 千㎥ 39.0 0.0 1.0 1.0 1.0 (2021) 42 (2021) 30

・木材加工技術センター整備 指標② 住宅・木材分野における研究開発支援件数 件 1 0 1 1 1 (2021) 4 (2021) 4

指標① 江戸川系種苗の利用率 ％ 9.26 0.00 29.99 7.63 11.43 (2021) 58.31 (2021) 63.40

・アユ屋内飼育棟施設整備 指標② アユ遊漁者の増加 人 33,200 0 800 700 1,000 (2021) 35,700 (2021) 35,576

・飼料培養棟施設整備

指標① 農業産出額（キュウリ、イチゴ、切バラ） 億円 155 0 3 3 3 (2021) 164 (2021) 未公表

・環境制御装置を備えた野菜・花き・果樹栽培温室の整備 指標② 年間新規就農者数（45歳未満） 人 196 0 10 10 10 (2021) 226 (2021) 222

指標①
産業技術センター
利用企業の経済効果

百万円 5,277 0 256 256 256 (2021) 6,045 (2021) 5,076

・高精度測定室整備 指標②
産業技術センター
依頼試験等収入額

百万円 160 0 7 7 7 (2021) 181 (2021) 189

・新素材開発・分析ラボ整備 指標③
産業技術センター
技術相談件数

件 21,000 0 250 250 250 (2021) 21,750 (2021) 23,372

・電波暗室整備

指標① 繭1,000㎏あたりの生産コスト削減 円 4,041,000 0 0 -44,100 -44,100 (2021) 3,952,800 (2021) 4,041,000

・桑葉乾燥粉末調整施設整備 指標② 実用飼育用GMカイコ作出数 種 0 0 0 1 1 (2021) 2 (2021) 4

・人工飼料湿体調整施設整備 指標③ GMカイコ繭生産量 ㎏ 176.00 100.00 200.00 400.00 400.00 (2021) 1,276.0 (2021) 1,771.4

・クリーンルーム整備

指標① 銃器によるシカ・イノシシ捕獲頭数 頭 7,257 0 60 360 460 (2021) 8,137 (2021) 5,310

・大口径ライフル射撃施設整備 指標② 農林業被害額軽減 千円 609,933 0 -3,000 -31,200 -39,620 (2021) 536,113 (2021) 561,527

指標③ 尾瀬国立公園入山者数 人 284,390 0 0 4,120 5,200 (2021) 293,710 (2021) 113,795

③事業の継続
（事業変更を
伴わない継

続）

・安全対策に係る不測の対応を強
いられたが、早期の供用開始を目
指し、鳥獣捕獲の担い手確保対策
を推進していく。

③事業の継続
（事業変更を
伴わない継

続）

・慢性的な研究スタッフの不足によ
り今後研究開発の支援を継続でき
ない恐れがあるが、引き継き県内企
業への研究開発支援を実施する。

⑩

地方創生拠点整備交付金に係る事業評価について

⑤予定通り事
業終了

・本事業による施設・機器整備は
H30年度内に完了しており、整備事
業としては終了している。
・今後も整備した施設、機器を活用
して技術支援を行うことで、地域企
業における技術支援拠点として、地
域産業の発展に寄与していく。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

・指標②及び③については、目標を
達成しており、十分な事業効果が認
められる。
・指標①については、新型コロナウ
イルス感染症の影響があったと考え
られる中で、目標値には届かなかっ
たものの、昨年度を上回る実績がで
ている。
・引き続き、整備した施設を活用し、
地域企業への支援を継続していた
だきたい。

・江戸川系種苗の利用率について
は、目標を達成しており、効果が十
分に認められる。
・一方、アユ遊漁者については、主
要河川の濁水が影響し目標達成ま
で至らなかったものの、おおよそ目
標値に近い実績が出ている。
・江戸川系アユの改良に取り組み、
内水面漁業の活性化や観光振興に
繋げていただきたい。

・指標①については、未公表である
ものの、前年度実績を鑑みると、目
標を上回る可能性が十分にある。
・指標②については、魅力ある農業
の情報発信により、野菜及び花き・
果樹コースの定員充足率は、大幅
に上昇しているほか、県外からの入
校生が定着していることから、目標
値に近い実績をあげ、一定の事業
効果が認められる。
・新規就農者の確保等により、本県
農業の発展に期待したい。

③事業の継続
（事業変更を
伴わない継

続）

・引き続き、環境制御技術の習得及
び普及の場として、本校の学生指導
のみならず、県内生産者へも広く公
開し、新規就農者の確保はじめ、本
県農業の発展に役立てる。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

4

ものづくり産業高度化・革新のためのイノベーション拠点整備
【産業技術センター】

572,990,876 ①外的要因

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

・施設整備自体は、計画どおりに完
了している。
・必要な工事や手続きを経た上で、
供用開始し、鳥獣捕獲の担い手確
保に取り組んでいただきたい。

・指標②及び③については、目標値
を達成しており、施設整備の効果が
認められる。
・引き続き、生産コストの削減、付加
価値の付与等に係る取組を進めて
いただきたい。

②事業内容の
見直し（一部事
業の見直しを

伴う継続）

・繭生産コストの削減や付加価値の
高い繭生産のため、低コスト人工飼
料の開発とＧＭカイコの飼育拡大に
向けた取組を引き続き実施してい
く。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

6

地域資源を守る野生鳥獣捕獲の担い手確保拠点整備
【クレー射撃場への併設】

241,111,000 ③その他 ①外的要因

指標①～③
・安全対策に係る追加工事が必要と
なり、ライフル射撃場が供用開始し
ておらず、効果の評価はできない。
・また、指標③については、コロナ禍
の影響も受け、入山者数が少な
かったため。

③地方創生に
効果があった

・ライフル射撃場が稼働すれば、狩
猟者の育成拠点として、今後の効
果が期待されるため。

指標①
・繭生産コスト削減に向け、低コスト
人工飼料の開発は進行している
が、未了のため。

③地方創生に
効果があった

・実用飼育可能なＧＭカイコ品種数
の増加により、今後飼育量、繭生産
量の拡大が期待できるため。

5

蚕糸業活性化に向けた蚕用人工飼料製造及び周年養蚕研究拠点整
備
【群馬県稚蚕人工飼料センター】

292,875,000 ①外的要因

③その他
指標①
・新型コロナによる企業経営状況悪
化等の影響が考えられる。

②地方創生に
相当程度効果
があった

・指標②、③は目標値を達成できた
ため。
また、指標①は目標値の84%を達成
した。
・新型コロナ感染防止対策のため利
用制限等を実施した中でも、整備し
た施設・機器を活用して企業への支
援を継続し、収入額と相談件数の目
標値は達成しており、相当程度の効
果があった。

指標①
・2021年農業産出額は、2023年3月
に公表される予定。
※2020年実績は、178億円
指標②
・社会情勢の影響を受け、年により
若干変動しているため。
※2018年度215人
　 2019年度170人
   2022年度173人
   2021年度222人

②地方創生に
相当程度効果
があった

・本事業では、最先端の環境制御技
術を導入し、人材育成とともに県内
農業者への普及推進拠点として、
農業技術センターや関係団体とも連
携し、生産性の向上に取り組んでい
る。
・施設整備後の視察者は、県内生
産者を中心に累計687名となってお
り、関心の高さがうかがえる。
また、施設野菜及び花きにおける環
境制御技術導入農家戸数は、2018
年度に73戸だったものが、2021年
度には、目標の130戸に対し、143戸
まで増加しており、産出額の拡大に
貢献しているため。
・このような魅力ある農業の発信に
より、野菜及び花き・果樹コースに
おける定員に対する充足率は、
2016年度から2018年度までが、平
均58％だったのに対し、整備後の4
カ年は平均84％と、大幅に上昇して
いるため。
なお、県外からの入校生も、2019年
度1名、2020年度2名　2021年度1
名、2022年度2名と定着しており、次
世代の担い手の確保に貢献してい

3

ぐんまイノベーションファーム（次世代型園芸施設）整備事業
【県立農林大学校】

132,791,399 ③その他 ③その他

「ぐんまのアユ」復活に向けた冷水病耐性アユ「江戸川系」生産拠点整
備【水産試験場】

34,477,864 ①外的要因 ③その他

指標②
・主要河川の１つでシーズンを通じ
濁水が続いたため、遊漁者数に影
響したと考えられるため。

③地方創生に
効果があった

・遊漁者数はKPIの目標に達成はし
なかったものの、目標に極めて近い
値まで増加したため。
・江戸川系種苗の利用率について
は目標を達成しており、種苗を放流
した漁場では良好な評価を得られて
いるため。

指標①
・ウッドショックによる木材価格の上
昇と流通量の減少により、県産材の
人工乾燥材生産量も減少したと考
えられるため。

③地方創生に
効果があった

・KPIの目標値は達成できていない
が、本事業を実施したことで、県内
企業への住宅・木材分野における
研究開発支援が増加しているため。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

③事業の継続
（事業変更を
伴わない継

続）

・昨年度、江戸川系アユの改良を試
み、さらなる種苗性の向上を図って
おり、今後も、病気に強く健康な優
良種苗の作出をに向けた取組を
行っていく。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

2021年度終了時点の目標値
＊開始前実績値＋KPI増加分

の合計
実績値

1

群馬県産材を利用した高次加工構造材技術開発拠点整備
【林業試験場木材加工技術センター】

68,368,000 ①外的要因 ④不明

・一部ＫＰＩは目標値を達成するな
ど、一定の事業効果は認められる。
・継続した研究開発支援を通じ、県
産材の需要拡大につながる取組を
推進していただきたい。
・ウッドショックや物流コスト高騰の
中においても、県内消費の推進や
県産材の普及支援等の取組に期待
したい。

2

No

① ③ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

事業実施計画
の申請時点で

の当初値

（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

⑨

交付対象事業の名称

本事業における重要業績評価指標（KPI） 実施計画の申請時点での目標値 2021年度終了後における実績値 目標値未達の場合の理由 自己評価 今後の事業展開の方向性外部有識者からの評価（案）

指標

令和4年6月時点
国H29補正



② ④

実績額
（総事業費）

単位：円 単位 2019年度 2020年度 2021年度 最も大きな理由 次に大きい理由 左記を選択した理由 事業効果 理由 事業の評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

指標①
合宿等に伴う県外からの施設利用者数（延べ人
数）

人 0 0 80 20 (2021) 100 (2021) 0

・射場改築 指標② 施設利用者数（延べ人数） 人 2,600 0 400 400 (2021) 3,400 (2021) 6,438

・屋内型サブフィールド新築 指標③ 施設利用料金収入 千円 0 0 810 204 (2021) 1,014 (2021) 1,211

・クラブハウス新築

指標① 商品化件数 件 0 0 1 2 (2021) 3 (2021) 3

・人間工学評価室の新設整備 指標② 依頼試験手数料 万円 0 0 80 70 (2021) 150 (2021) 158

指標③ 技術相談件数 件 0 0 100 50 (2021) 150 (2021) 391

（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

指標
2021年度終了時点の目標値
＊開始前実績値＋KPI増加分の

合計
実績値

1

アーチェリーを活用した地域活性化拠点整備
【総合スポーツセンター】

162,491,000 ①外的要因

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

2

次世代繊維産業支援施設整備
【繊維工業試験場】

108,030,000 KPI達成
①地方創生に
非常に効果的
であった

・KPIは全項目について目標値を達
成できた。特に技術相談は目標を
大きく上回っており、今後の商品化
研究につながる案件が多数含まれ
ていることを意味しており、本事業
への関心の高さがうかがえるため。
・加えて衣料分野での利用に限ら
ず、非繊維分野の製品・材料評価に
も多く利用されており次世代繊維産
業への発展に繋がることが期待でき
るため。

③地方創生に
効果があった

KPIの目標値は一部達成できていな
いが、本事業を実施したことで、練
習会の開催等が増加し、目標値を
大幅に上回る利用があったため。

③事業の継続
（事業変更を
伴わない継

続）

大会の誘致に力を入れるとともに、
利用者の満足度を向上させ、一層
の利用者増加を図っていく。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

・本事業では施設が新しく整備され
た。施設を継続して活用することに
より、活用手法も多様化し、技術支
援対応力も上がるため。
・例えば人間工学的評価技術の応
用により、従来の衣料分野における
着心地評価等に加えて、医療・ヘル
スケア等の新分野での製品開発に
展開させていくことができるから。

⑤事業未実施
指標①
・新型コロナの影響により、合宿によ
る利用がなかったため。

⑩⑨

自己評価 外部有識者からの評価（案）

③事業の継続
（事業変更を
伴わない継

続）

・いずれの目標値も達成しており、
施設整備の効果が十分に認められ
る。
・特に技術相談については、目標値
の倍以上の相談を受け付けてい
る。
・このような技術相談への対応を通
じて、県内企業の次世代繊維産業
への発展等につながる支援を期待
したい。

・新型コロナウイルス感染症の影響
により、合宿等に伴う県外からの施
設利用がなかったが、施設を利用し
た延べ人数は、目標値を大きく上回
り、比例して利用料金収入も目標値
を上回ったことから、十分な効果が
認められる。
・アフターコロナを見据え、より一
層、県内外から利用が増加するよう
取り組んでいただきたい。

今後の事業展開の方向性

地方創生拠点整備交付金に係る事業評価について

No

① ③ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

事業実施計画
の申請時点で

の当初値
交付対象事業の名称

本事業における重要業績評価指標（KPI） 実施計画の申請時点での目標値 2021年度終了後における実績値 目標値未達の場合の理由

令和4年6月時点
国H30補正



② ④ ⑪

実績額
（総事業費）

第２期群馬県版総合戦略上の位置付け

単位：円 単位 2020年度 2021年度 最も大きな理由 次に大きい理由 左記を選択した理由 事業効果 理由 事業の評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由
※第２期群馬県版総合戦略の評価シート

基本目標－戦略－政策－施策

指標①
イノベーション・ハブで開催されるセミナー、イベ
ント等の件数

件 0 29 48 (2021) 77 (2021) 190

・Gunma Innovation Top Floor　イノベーション・ハブ整備 指標② 群馬県庁３２階の来場者数 人 198,670 20,000 50,000 (2021) 268,670 (2021) 129,918

・Gunma Innovation Top Floor　イノベーション・ハブ備品整備 指標③
地域課題解決ラボラトリーによる実証事業実施
件数

件 0 10 10 (2021) 20 (2021) 27

指標①
産業技術センター
環境技術開発関連の依頼試験等収入額

千円 276.72 0 1,750 (2021) 2,026.72 (2021) 4,113.46

・機能材料開発研究室整備 指標②
産業技術センター
環境技術開発関連の外部資金獲得額

千円 0 0 1,000 (2021) 1,000 (2021) 1,750

指標③
産業技術センター
環境技術開発関連の技術相談件数

件 96 0 100 (2021) 196 (2021) 750

指標① 商品化件数 件 2 0 1 (2021) 3 (2021) 3

・科学試験室整備 指標② 依頼試験手数料 千円 6,264.0 0.0 250.0 (2021) 6,514 (2021) 7,831

・空間除電システム環境整備
指標③ 技術相談件数 件 0 5 5 (2021) 10 (2021) 18

指標① 牛群(経産牛)1頭当たり年間生乳生産量 kg 9,300 0 0 (2021) 9,300 (2021) 9,300

・搾乳牛舎の増設整備 指標② 分娩産子のうち乳用雌牛分娩割合 % 48.00 0.00 0.00 (2021) 48 (2021) 48

・堆肥化処理施設の改修整備 指標③ 牛群(経産牛)の1頭当たり分娩間隔日数 日 466 0 0 (2021) 466 (2021) 466

・乳牛育成牛舎整備

２－４－４－（２）創業・事業承継支援

２－４－３－（１）研究・技術開発支援

２－４－３－（１）研究・技術開発支援

次世代繊維対応型開発・評価空間整備事業
【繊維工業試験場】

24,706,000

・イノベーション・ハブは、本来の「知
の交流」を生み出すよう、イベント/
サービスを改善する。
・地域課題解決ラボラトリーは、各部
局にDX担当係を配置する体制及び
事例を重ねていくことで、課題解決
から実証実験に至るプロセスを円滑
に進めていく。

③地方創生に
効果があった

・イノベーション・ハブは、2021年度
末、会員登録数1,388人、企業会員
54社と、官民交流を生み出す顧客
基盤を構築できたため。
・地域課題解決ラボラトリーは「申請
業務の電子化」、「ワクチン接種予
約システム」等の開発により、県民
の利便性向上につながったため。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

・県庁３２階への来場者数は、目標
値に達しなかったが、イノベーショ
ン・ハブで開催されるセミナーやイベ
ントは、目標値を大きく上回る件数と
なっている。
・来場者数にカウントされていない、
上記セミナー等へのオンライン参加
を考慮すると、一定の事業効果が
あったものと考えられる。
・感染対策等の工夫が必要かと思
われるが、官民が交流し、イノベー
ションが生まれる場として、地域課
題の解決に向けた取組が進むこと
に期待したい。

③事業の継続
（事業変更を
伴わない継

続）

KPI達成
①地方創生に
非常に効果的
であった

・本事業で整備した空間除電システ
ムは、導入直後から、絹糸等の整経
加工（織物のたて糸を作る加工）で
利用されたため。
・化学試験室を整備したことによっ
て、新規の機器を設置することがで
きた。
・これにより、企業の要望に貢献す
ることができ、産地の活性化に寄与
できたため。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

・クリーンルームである機能材料開
発室の整備により、地場食品企業
社内での廃棄物リサイクル研究の
支援に活用するなど、外部資金の
KPI目標値を達成したため。
・当研究室で硫黄含有樹脂の評価
研究を行うことで、地域企業の技術
相談他依頼試験の増加につなげる
ことができ、これらのＫＰＩ目標も達成
したため。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

機能材料開発研究室整備計画
【群馬県立産業技術センター】

60,698,000 KPI達成
②地方創生に
相当程度効果
があった

指標②
・コロナ禍により、３２階に直接来場
する人が少なかったため。

1

Gunma Innovation Top Floor 整備事業
【群馬県庁３２階】

199,278,035 ①外的要因

⑧

自己評価

① ③ ⑤ ⑥ ⑦

地方創生拠点整備交付金に係る事業評価について

⑨ ⑩

交付対象事業の名称

本事業における重要業績評価指標（KPI）
事業実施計画
の申請時点で

の当初値

実施計画の申請時点での目標値 2021年度終了後における実績値 目標値未達の場合の理由 外部有識者からの評価（案） 今後の事業展開の方向性

指標
2021年度終了時点の目標値
＊開始前実績値＋KPI増加分の

合計
実績値

No

（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

・全ての指標において、目標値を達
成しており、十分な事業効果があっ
たと認められる。
・このような事業成果を活かし、引き
続き、本県における環境調和型の
産業育成を推進していただきたい。

③事業の継続
（事業変更を
伴わない継

続）

・今後も、機能材料開発研究室を活
用した高感度炭素硫黄分析をはじ
め、環境技術開発分析のＰＲを行
い、利用企業の増加を図る。
・分析事例を重ね、産業技術セン
ターの評価技術のレベルアップを図
り、企業の環境調和型のものづくり
を支援していく。

・全ての指標において、目標値を達
成しており、十分な事業効果があっ
たと認められる。
・整備した施設を活用し、引き続き、
県内中小繊維関連企業の次世代産
業への参入支援等を行っていただ
きたい。

③事業の継続
（事業変更を
伴わない継

続）

・整備した施設等を継続的に稼働さ
せることにより、研究員のスキルや
知識が高まり、企業からの要望の高
い高機能繊維の開発支援を発展さ
せる。

4

酪農生産性改革研究施設整備
【群馬県畜産試験場搾乳牛舎】

227,897,913

・省力・低コスト生産による働き方改
革と収益の向上を図るための研究
および実証拠点としてデータの蓄積
を行い、生産現場への普及と基盤
強化を図る。

③事業の継続
（事業変更を
伴わない継

続）

２－４－１－（１）園芸・畜産の収益力強化
・事業実施年度のため、申請時点の
当初値から変化なし

③地方創生に
効果があった

・牛舎・施設の整備が完了し、ＩＣＴ、Ｉ
ｏＴを活用した大幅な自動化を行い、
省力・低コスト生産による働き方改
革と収益の向上を図るための技術
開発拠点の整備ができ、施設の稼
動を開始した。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

・コロナ禍により、予定よりも遅れて
しまったが、 無事施設整備が完了し
た。
・整備した施設を活用し、省力化・低
コスト化の生産に向けた技術開発を
推進していただきたい。

3

2

令和4年6月時点 国H31補正



② ④ ⑪

実績額
（総事業費）

第２期群馬県版総合戦略上の位置付け

単位：円 単位 2021年度 最も大きな理由 次に大きい理由 左記を選択した理由 事業効果 理由 事業の評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由
※第２期群馬県版総合戦略の評価シート

基本目標－戦略－政策－施策

指標① 群馬県の黒毛和種繁殖雌牛頭数 頭 7,570 20 (2021) 7,590 (2021) 7,940

・畜産試験場繁殖育成牛舎 指標② 県内肉用牛農家へのＩＣＴ機器導入戸数 戸 30.00 0.00 (2021) 30 (2021) 33

・畜産試験場堆肥舎 指標③ 黒毛和種受精卵の供給個数 個 525 0 (2021) 525 (2021) 309

部局 担当課

畜産課

地方創生拠点整備交付金に係る事業評価について

・新型コロナウイルス感染症の影響
を受け、2022年5月まで延びてし
まったが、本事業により、黒毛和種
改良研究・優良黒毛和種受精卵供
給施設を整備できたため。

（本事業が地
方版）総合戦
略のKPI達成
に有効であっ
た

・予定よりも遅れてしまったが、施設
整備が完了した。
・整備した施設を活用し、県内全域
に高能力受精卵を広め、県内肉牛
の品質の底上げを図ることで、本県
の農業所得向上、稼ぐ地域の実現
を目指していただきたい。

③事業の継続
（事業変更を
伴わない継

続）

・高能力受精卵を県内全域に広
め、県内肉牛の品質の底上げを図
るとともに省力化を実現するための
普及促進を図る。

農政部1

黒毛和種改良研究・優良黒毛和種受精卵供給施設整備
【群馬県畜産試験場繁殖育成牛舎】

39,944,744 ・事業実施年度のため。
③地方創生に
効果があった

２－４－１－（１）園芸・畜産の収益力強化

⑨ ⑩

交付対象事業の名称

本事業における重要業績評価指標（KPI）
事業実施計画
の申請時点で

の当初値

実施計画の申請時点での目標値 2021年度終了後における実績値 目標値未達の場合の理由 外部有識者からの評価（案） 今後の事業展開の方向性

指標
2021年度終了時点の目標値
＊開始前実績値＋KPI増加分の

合計
実績値

No

① ③ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

自己評価

（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）
令和4年6月時点 国R2補正


